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総実労働時間短縮に
むけた取り組み

『全国労働衛生週間』（10月１日～７日）『全国労働衛生週間』（10月１日～７日）
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闘
争
委
員
会
を
設
置

～
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
に
む
け
て
～

～
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
に
む
け
て
～

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
９
月
17

日
に
開
催
し
た
第
２
回
中
央
執

行
委
員
会
の
中
で
、
２
０
２
５

秋
闘
闘
争
委
員
会
を
設
置
し
、

「
情
報
連
絡
体
制
」「
本
部
事
務

局
で
の
情
報
管
理
に
つ
い
て
」

「
２
０
２
５
闘
争
委
員
会
確
認
事

項
」
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
毎
月
開
催
す
る
中
央

執
行
委
員
会
の
中
で
２
０
２
５

秋
闘
闘
争
委
員
会
を
開
催
し
て
、

加
盟
組
合
と
一
体
と
な
っ
て
闘
争

を
展
開
し
ま
す
。

︿
２
０
２
５
秋
闘
闘
争
委
員
会

で
の
確
認
事
項
﹀

観
光
庁
が
発
表
し
た
主
要
旅

行
業
者
の
２
０
２
５
年
６
月
分

の
総
取
扱
額
は
、
前
年
同
月
比

で
海
外
旅
行（
１
０
８
・
２
％
）、

外
国
人
旅
行（
１
０
５
・
５
％
）、

国
内
旅
行
（
１
０
４
・
７
％
）、

産
業
の
状
況

合
計
（
１
０
５
・
９
％
）
の
全
て

が
上
回
り
ま
し
た
。

宿
泊
旅
行
統
計
調
査
に
よ
る

と
、
客
室
稼
働
率
は
６
月
が
全

体
で
59
・
０
％
、７
月
は
61
・
１
％

と
な
り
、
前
年
同
月
比
で
は
６

月
が
＋
１
・
７
％
増
、
７
月
が
＋

０
・
９
％
増
と
な
り
、
２
０
２
５

年
１
月
か
ら
７
カ
月
連
続
で
前

年
同
月
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査

に
よ
る
２
０
２
５
年
４–

６
月
期

の
月
別
日
本
人
国
内
旅
行
者
数

は
、
４
月
は
４
，
１
９
６
万
人

（
前
年
同
月
比
１
・
９
％
減
）、
５

月
は
５
，６
２
２
万
人
（
前
年
同

月
比
１
・
４
％
増
）、６
月
は
４
，

７
４
８
万
人
（
前
年
同
月
比
０
・

９
％
増
）
と
な
り
、
２
０
２
４

年
度
４–

６
月
期
と
比
較
す
る
と

０
・
３
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

航
空
貨
物
運
送
協
会
の
発
表

に
よ
る
２
０
２
５
年
１
月
か
ら

６
月
の
国
際
航
空
貨
物
取
扱

実
績
は
、
輸
入
の
件
数
は
、

８
６
１
，
６
６
９
件
（
対
前

年
１
０
３
・
38
％
）、
重
量
は

３
５
１
，
０
１
０
ト
ン
（
対
前

年
１
０
２
・
92
％
）
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
輸
出
の
件
数
は

１
，
１
５
１
，
６
４
６
件
（
対
前

年
１
０
１
・
54
％
）、
重
量
は

４
０
０
，２
５
１
ト
ン
（
対
前
年

１
０
３
・
22
％
）
と
な
り
、輸
入
・

輸
出
と
も
に
件
数
と
重
量
と
も

に
前
年
度
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

各
加
盟
組
合
は
、
単
年
度
決

算
と
総
資
産
を
含
め
た
企
業
業

績
を
十
分
に
把
握
す
る
と
と

も
に
、
２
０
２
５
春
季
生
活

闘
争
の
ま
と
め
を
踏
ま
え
、

２
０
２
５
秋
闘
要
求
実
現
に
む

け
労
働
条
件
の
改
善
に
全
力
を

傾
注
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
先
迎
え
る
２
０
２
６

加
盟
組
合
が
闘
争
に

臨
む
に
あ
た
り

サービス連合は９月 17日に開
催した第２回中央執行委員会に
おいて、「総実労働時間短縮にむ
けた 2025 年度取り組み強化期
間について」を確認しました。
働くものの健康管理とワーク・
ライフ・バランス実現の観点か
ら、総実労働時間を短縮するこ
との重要性をあらためて認識す
るとともに、強化期間には、職
場等にポスターを掲示するとと
もに、職場巡視や組合員へ周知、
会社への取り組み要請など、年
間総実労働時間短縮にむけた取
り組みを要請します。

厚生労働省は、「ワーク ･ ライフ ･ バランス
に意識を向けて　ストレスチェックで健康職
場」を 2025 年度の全国労働衛生週間のスロー
ガンとして取り組むこととしています。
サービス連合ではその取り組みに連動して、
労働者の健康管理や職場環境の改善など、労働
衛生に関する組合員の意識を高めるとともに、
職場での自主的な活動を促して労働者の健康を
確保することを目的に取り組みます。また、９
月 30 日までを準備期間とし、啓発活動に取り
組むこととします。

－ チェックシート．1 （このシートの提出は不要です）－ 

202５秋闘 要求内容のチェックシート
．．．．．．．

  

                                    サービス連合 組織支援局 

各加盟組合の202５秋闘において、第2５回定期大会で確認したサービス連合の要求基準にあわせた内容で要求策

定ができるよう確認するためのシートです。（（ここのの用用紙紙はは提提出出のの必必要要ははあありりまませせんん）） 

１１．．正正規規労労働働者者のの賃賃金金改改善善・・一一時時金金  

□  ６.0％の賃金改善 

□  賃金カーブ維持分を確保した上で４.0%の実質的な賃金改善 

□  指標に基づく一時金または年間４ヵ月相当の一時金  

 

２２．．契契約約社社員員ややパパーートトタタイイママーー等等のの待待遇遇改改善善  

□  月例給で制度がない場合は12,914円、制度がある場合は8,609円の賃金改善 

□  時間給64円以上の賃金改善 

□  正規労働者との待遇差を十分に点検したうえで、一時金支給へ取り組む 

□  あらゆる労働条件を点検し、合理的でないと判断される労働条件の是正 

□  正規労働者との整合性が確保された人事・賃金制度の導入 

□  正社員への登用機会の設定 

 

３３．．最最低低保保障障賃賃金金ににつついいてて    

□  産業別最低保障賃金（時間額）の協定化 

□  ポイント年齢別最低保障賃金の協定化 

 

４４．．同同時時要要求求項項目目  

□  総実労働時間短縮にむけ第５期アクションプランに基づいた取り組み 

□  アクションプランに基づく年間所定労働時間の短縮 

□  アクションプランに基づく年次有給休暇の取得拡大 

□    アクションプランに基づく時間外・休日労働の縮減 

□  両立支援・男女平等社会の実現にむけた統一対応への取り組み 

□  子の看護休暇および介護休暇制度の有給化 

□  改正育児･介護休業法への対応 

□  男女間賃金格差の点検、是正、女性の職業生活における活躍の推進 

□  65歳までの希望者全員の雇用確保に関する制度確立 

□  70歳までの継続雇用制度の導入などについて協議をおこなう 

□  60歳以上の賃金、一時金を含む労働条件全般の改善 

□  ハラスメント防止の対応ついての点検活動 

□  カスタマーハラスメント対策を講じること 

□  勤務間インターバル制度 インターバル時間９時間以上を設定して取り組む 

□  労働条件の向上（諸基準の活用） 

ワーク・ライフ・バランスに意識を向けて
ストレスチェックで健康職場

全国労働衛生週間2025
厚生労働省では、「ワーク・ライフ・バランスに意識を向けてストレスチェックで健康職場」を
2025年度の全国労働衛生週間のスローガンとして取り組むこととしています。サービス連
合ではその取り組みに連動して、労働者の健康管理や職場環境の改善など、労働衛生
に関する組合員の意識を高めるとともに、職場での自主的な活動を促して労働者の健康
を確保することを目的に取り組みます。

以下のことに取り組みましょう！

その１：安全衛生委員会を実施しましょう
その２：健康診断実施状況を確認しましょう
その３：職場環境改善の労使協議をしましょう
※特に安全衛生委員会が未設置の場合は、必ず設置しましょう！

2025.10/1～10/7取り組み
期間

≪加盟組合の取り組み≫
・安全衛生委員会の実施
・健康診断実施状況の確認
・職場環境改善の労使協議

＊安全衛生委員会が未設置の加盟組合は
設置を要請する

春
季
生
活
闘
争
を
見
据
え
、
日

常
よ
り
総
合
労
使
協
議
体
制
を

確
立
さ
せ
た
う
え
で
徹
底
し
た

労
使
協
議
を
お
こ
な
い
、
次
に

繋
が
る
闘
争
を
展
開
し
ま
す
。

第
25
回
定
期
大
会
に
て
確
認

し
た
２
０
２
５
秋
闘
方
針
に
も

と
づ
き
、
闘
争
委
員
会
は
、
加

盟
組
合
と
相
互
連
絡
を
密
に
し

て
状
況
を
把
握
し
て
加
盟
組
合

へ
の
支
援
を
お
こ
な
い
、
交
渉

内
容
を
効
果
的
に
波
及
で
き
る

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

ま
た
、
交
渉
状
況
や
交
渉
結

果
を
積
極
的
に
内
外
へ
発
表
す

る
こ
と
で
、
連
携
強
化
と
波
及

効
果
を
生
み
出
し
産
業
全
体
の

労
働
条
件
と
社
会
的
地
位
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

各
加
盟
組
合
へ
の
具
体
的
な

支
援
活
動
は
闘
争
委
員
会
が
お

こ
な
い
ま
す
。

闘
争
委
員
会
の
取
り
組
み 2025秋闘　第1回闘争委員会
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阪
急
阪
神
交
通
社
グ
ル
ー
プ

労
働
組
合
連
合
会
で
は
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
委
員
会
（
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ　

Ｕ
ｎ

ｉ
ｏ
ｎ’

ｓ　

Ｄ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ

ｔ
ｙ
，
Ｅ
ｑ
ｕ
ｉ
ｔ
ｙ
＆
Ｉ
ｎ
ｃ

ｌ
ｕ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
）【
愛
称
：
グ
ッ

デ
イ
（
Ｇ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｉ
）
委
員
会
】

と
い
う
専
門
委
員
会
（
年
４
回

開
催
）
を
設
置
し
、
サ
ー
ビ
ス

連
合
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進

委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
多

様
性
を
意
識
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
参
画
社
会
の
実
現
に
む
け

職
場
環
境
の
整
備
と
労
働
条
件

改
善
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま

す
。
阪
急
交
通
社
・
阪
急
阪
神

エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
阪
急
阪
神
ロ
ジ

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
・
阪
急
ト
ラ
ベ
ル

サ
ポ
ー
ト
・
阪
急
阪
神
ビ
ジ
ネ

ス
ト
ラ
ベ
ル
各
社
の
「
男
性
の

仕
事
と
育
児
の
両
立
」「
男
性
育

休
の
取
得
向
上
」
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
と
し
て
、「
ワ
ー
パ
パ

座
談
会
」
を
初
め
て
開
催
し
ま

し
た
。
各
社
か
ら
小
学
生
以
下

の
お
子
さ
ん
を
子
育
て
中
の
男

性
組
合
員
を
１
～
２
名
選
出
し
、

仕
事
と
育
児
の
両
立
に
関
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
悩
み
を
共

有
い
た
だ
き
、
本
人
や
職
場
に

お
け
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
、
参
加
者
の
工
夫
や

心
が
け
な
ど
テ
ー
マ
に
基
づ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

実
施
の
方
法
に
つ
い
て

専
門
委
員
会
メ
ン
バ
ー
主
導

で
、
各
組
織
か
ら
男
性
組
合
員

を
選
任
し
、
声
か
け
を
行
い
ま

し
た
。
座
談
会
の
時
間
は
２
時

間
で
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
委
員
会
の
委

員
で
も
あ
る
早
川
座
長
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
次
の

５
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。【
①
当
委
員
会
の

活
動
紹
介　

②
事
前
ヒ
ア
リ
ン

グ
シ
ー
ト
を
基
に
自
己
紹
介　

③
男
性
が
育
児
休
業
を
取
得
し

や
す
く
な
る
職
場
作
り
に
関
し

て　

④
産
後
ク
ラ
イ
シ
ス
問
題

に
つ
い
て　

⑤
長
崎
県
が
作
成

し
て
い
る
「
パ
パ
検
定
」
～
世

界
一
簡
単
な
問
題
で
す
～
の
動

画
視
聴
】

事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
（
※

１
）
で
育
児
に
関
す
る
状
況
を

共
有
し
、
家
事
の
分
担
や
週
末

の
過
ご
し
方
、
子
供
が
体
調
不

良
に
な
っ
た
と
き
の
対
応
、
出

張
や
急
な
飲
み
会
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

※
１ 

名
前
・
所
属
、
お
子
さ

ん
の
年
齢
、
産
後
パ
パ
育
休

の
取
得
有
無
、
家
庭
内
の
育

児
、
家
事
に
つ
い
て
、
参
加

者
に
聞
き
た
い
こ
と
、
会
社

や
組
合
へ
の
要
望
に
関
し
て

事
前
に
質
問

家
事
の
分
担
で
は
、「
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
す
る
」「
料
理
含

め
率
先
し
て
家
事
を
し
て
い
る
」

「
洗
濯
物
を
干
し
た
際
、
再
度
干

し
直
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
洗

濯
物
の
家
事
は
諦
め
た
」「
共
働

き
の
家
庭
な
の
で
、
ド
ラ
ム
式

洗
濯
乾
燥
機
、
食
洗
器
、
ロ
ボ
ッ

ト
掃
除
機
な
ど
家
事
が
楽
に
な

る
電
化
製
品
を
導
入
し
た
」
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
や
工
夫

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

子
供
が
体
調
不
良
に
な
っ
た

と
き
の
対
応
に
関
し
て
は
、
子

育
て
に
関
す
る
職
場
の
理
解
や

自
治
体
の
制
度
の
活
用
（
病
児

保
育
な
ど
）
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
育
児
に
関
わ
ら
ず
、
休
暇

が
当
た
り
前
に
取
得
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
の
重
要
性
を
議
論

し
ま
し
た
。

男
性
が
育
児
休
業
を
取
得
し

や
す
く
な
る
職
場
づ
く
り
に
関

し
て
は
、「
会
社
が
男
性
育
休
を

取
ら
せ
る
の
を
も
っ
と
積
極
的

に
や
っ
て
ほ
し
い
」「
会
社
が
管

理
職
に
対
し
て
、
人
員
不
足
で

も
対
応
で
き
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
修
を
実
施
し
て
ほ
し
い
」「
年

休
で
１
ヶ
月
、
育
休
を
３
ヶ
月

取
得
し
た
。
男
性
育
休
で
不
安

な
の
は
金
銭
面
と
キ
ャ
リ
ア
の

影
響
だ
と
思
う
が
、
金
銭
面
に

関
し
て
は
社
会
保
険
料
の
免
除

も
あ
る
の
で
数
ヶ
月
の
取
得
の

場
合
、影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
に
関
し
て
も

世
の
中
の
状
況
が
変
化
し
て
い

る
。と
り
あ
え
ず
最
低
で
も
１
ヶ

月
取
得
す
る
雰
囲
気
が
広
が
っ

て
ほ
し
い
。」「
子
供
の
看
護
等

で
急
な
休
み
の
取
得
で
も
チ
ー

ム
は
ま
わ
る
。」「
育
休
取
得
の

重
要
性
は
理
解
し
て
い
る
が
、

キ
ャ
リ
ア
や
体
制
が
ど
う
変
わ

る
の
か
気
に
な
る
。」「
育
児
が

始
ま
っ
た
時
は
男
性
育
休
と
い

う
言
葉
が
浸
透
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
自
身
は

育
休
の
取
得
が
で
き
な
か
っ
た

が
男
性
も
育
休
を
取
得
し
た
ほ

う
が
い
い
と
思
う
。
休
暇
を
取

得
し
や
す
い
職
場
づ
く
り
が
重

要
に
な
る
。」
と
い
っ
た
声
が
で

ま
し
た
。

ワ
ー
パ
パ
座
談
会
を
通
し
て

今
回
は
８
名
の
参
加
と
な
り
、

０
～
２
歳
の
子
を
育
児
中
の
男

性
組
合
員
と
小
学
生
の
子
を
育

児
中
の
男
性
組
合
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
や
目
線
で
、
育
児
に

対
す
る
考
え
や
意
見
を
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
開

催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

の
活
動
の
課
題
が
見
つ
か
る
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
男
性

の
育
休
取
得
に
関
し
て
、
実
際

に
取
得
し
た
当
事
者
か
ら
前
向

き
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
男
性
育
休
の
取
得

日
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況

で
す
。
当
委
員
会
の
方
針
と
し

て
は
、
で
き
る
だ
け
長
い
育
休

の
取
得
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
会
社
で
も
最
低
１
ヶ
月
以

上
は
男
性
育
休
が
取
得
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
、
引
き
続
き
職

場
環
境
の
整
備
や
制
度
の
周
知

を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。
今
回

は
育
児
に
関
す
る
座
談
会
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
が
、
介
護
・

病
気
・
外
国
籍
社
員
な
ど
の
座

談
会
の
実
施
も
検
討
し
、
活
動

の
幅
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ワ
ー
パ
パ
座
談
会
」男
性
組
合
員
の
仕
事
と
育
児
の

両
立
に
関
す
る
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

阪
急
阪
神
交
通
社
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会

ジェンダー平等推進
NEWS

古川委員長

ファシリテーターを務めた早川座長

座談会の様子

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
に
、

雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
が
事
業
主
の
義
務
と
な
り
ま
す
！

現
在
は
〇
〇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
呼
ば
れ
る
様
々
な
種
類
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
う
し
た
多
く
の

〇
〇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
か
で
、

①
パ
ワ
ハ
ラ
②
セ
ク
ハ
ラ
③
マ

タ
ハ
ラ
④
ケ
ア
ハ
ラ
の
４
つ
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

法
律
に
よ
り
、
事
業
者
に
対
策

を
講
じ
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

近
年
、
従
業
員
に
対
す
る
顧

客
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
が

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
顧
客
等
に
よ
る
カ
ス
ハ

ラ
行
為
は
、そ
の
態
様
に
よ
り
、

暴
行
、
傷
害
、
脅
迫
、
強
要
、

名
誉
棄
損
、
侮
辱
、
業
務
妨
害
、

不
退
去
な
ど
に
つ
い
て
は
、
刑

法
や
軽
犯
罪
法
等
で
規
制
さ
れ

て
い
ま
す
。
他
方
で
、
刑
罰
法

規
に
触
れ
な
い
程
度
の
迷
惑
な

言
動
や
過
度
な
要
求
に
対
す
る

法
的
な
規
制
や
横
断
的
に
カ
ス

ハ
ラ
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
た

法
的
な
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
都
で
は
、
２
０
２
５
年
４

月
か
ら
東
京
都
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
罰
則
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
事
業
者
も
カ
ス
ハ
ラ

の
防
止
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

東
京
都
の
実
施
す
る
カ
ス
ハ
ラ

防
止
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

労
働
者
の
就
業
環
境
の
整
備
を

主
な
目
的
と
し
て
、
法
改
正
議

論
が
進
み
、
カ
ス
ハ
ラ
を
受
け

た
場
合
に
は
就
業
者
に
対
し
て

カ
ス
ハ
ラ
対
策
の
実
施
を
義
務

づ
け
る
労
働
施
策
総
合
推
進
法

の
改
正
法
が
２
０
２
５
年
６
月

４
日
に
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

公
布
日
か
ら
１
年
６
か
月
以
内

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。カ

ス
ハ
ラ
の
定
義
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
厚
生
労
働

省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
各
自
治
体

の
カ
ス
ハ
ラ
防
止
条
例
に
お
い

て
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
法

律
に
具
体
的
な
定
義
は
な
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

本
改
正
法
で
カ
ス
ハ
ラ
は
、
①

職
場
に
お
け
る
顧
客
、
取
引
相

手
、
施
設
利
用
者
そ
の
他
事
業

関
係
者
の
言
動　

②
社
会
通
念

上
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の

③
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ

れ
る
こ
と
の
３
要
素
を
満
た
す

も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
者
の
義
務
と
し
て
、
カ

ス
ハ
ラ
防
止
の
た
め
の
雇
用
管

理
上
の
措
置
を
講
じ
る
義
務
が

課
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
措
置
義

務
の
具
体
的
内
容
は
、
今
後
、

厚
生
労
働
省
が
告
示
と
し
て
定

め
る
「
指
針
」
に
よ
り
示
さ
れ

ま
す
が
、
概
ね
こ
れ
ま
で
法
制

化
さ
れ
た
４
種
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
例
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、

カ
ス
ハ
ラ
へ
の
対
応
の
実
効
性

確
保
の
た
め
、
事
業
主
の
方
針

の
明
確
化
及
び
そ
の
周
知
・
啓

発
、
カ
ス
ハ
ラ
へ
の
対
応
の
実

効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
厚
生
労
働
省
に
お
け
る

検
討
を
踏
ま
え
、「
指
針
」
に
お

い
て
は
、顧
客
等
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
の
全
て
が
カ
ス
ハ
ラ
に
な
る

の
で
は
な
く
、客
観
的
に
み
て
、

社
会
通
念
上
相
当
な
範
囲
で
行

わ
れ
た
も
の
は
、「
正
当
な
ク

レ
ー
ム
」
で
あ
る
こ
と
や
、
消

費
者
法
制
に
よ
る
消
費
者
の
権

利
等
を
阻
害
し
な
い
こ
と
な
ど

も
示
さ
れ
る
も
の
と
想
定
さ
れ

ま
す
。
事
業
者
と
し
て
は
、
改

正
法
の
施
行
ま
で
の
間
に
「
指

針
」
が
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
「
指
針
」
の
内
容
に
応
じ
て

準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

今
回
の
改
正
法
は
企
業
に
対

し
て
カ
ス
ハ
ラ
対
策
を
と
る
こ

と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
適

用
対
象
は
、「
事
業
主
」
と
広

く
一
般
的
に
規
定
さ
れ
、
労
働

者
１
人
で
も
い
れ
ば
、
カ
ス
ハ

ラ
と
無
関
係
な
企
業
は
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

一
般
消
費
者
に
対
し
て
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
（
Ｂ
to

Ｃ
）
事
業
主
は
、
対
応
が
急
務

で
あ
り
、
ま
た
カ
ス
ハ
ラ
の
行

為
主
体
と
し
て
「
取
引
の
相
手

方
」
や
「
事
業
に
関
係
を
有
す

る
者
」
が
あ
え
て
明
記
さ
れ
て

お
り
、（
Ｂ
to
Ｂ
）
を
も
意
識
し

た
規
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
と
し
て
、
会
社
側

の
対
応
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
の
重
点
政
策
に
も
掲
げ

て
い
る
「
従
業
員
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
」
に
観
点
も
し
っ
か

り
と
会
社
側
に
対
応
を
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。



（3） 2025 年 10月1日（第 87号）サービス連合

連
合
は
、
１
９
８
９
年
の
結

成
以
来
、
平
和
運
動
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
平
和
で
安
定
し

た
社
会
・
暮
ら
し
の
実
現
を
め

ざ
し
て
お
り
、
毎
年
６
月
～
９

月
に
行
う
「
平
和
４
行
動
」
を

は
じ
め
、
労
働
組
合
や
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
・
機
関
と
連
携
・
協

力
し
合
い
、
平
和
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

８
月
に
開
催
さ
れ
た
「
平
和

４
行
動
」
の
一
つ
で
あ
る
「
連

合
２
０
２
５
平
和
行
動
in
広
島
」

に
サ
ー
ビ
ス
連
合
本
部
よ
り
櫻

田
会
長
と
宇
髙
会
長
代
理
、
現

地
広
島
か
ら
は
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
広
島
労
働
組
合
の
三

浦
執
行
委
員
と
西
執
行
委
員
が

参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
連
合

本
部
の
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

チ
ー
ム
（
事
務
局
運
営
）
と
し

て
矢
野
サ
ー
ビ
ス
連
合
副
事
務

局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

８
月
５
日
は
、
３
部
構
成
で

ま
ず
は
、
ピ
ー
ス
ガ
イ
ド
の
説

明
に
よ
る
「
平
和
祈
念
公
園
内

の
慰
霊
碑
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」、

次
に
上
野
学
園
ホ
ー
ル
（
広
島

県
立
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
）
で
の

「
被
爆
80
周
年
連
合
２
０
２
５
平

和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会
」に
参
加
し
、

そ
の
後
再
び
平
和
祈
念
公
園
に

連
合
２
０
２
５
平
和
行
動
in
広
島
に
参
加

～
平
和
産
業
を
担
う
立
場
と
し
て

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
に
取
り
組
も
う
～

連
合
主
催
「
ゆ
に
ふ
ぁ
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

～
楽
し
い
社
会
貢
献
活
動
で
仲
間
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
～

戻
り
、「
連
合
・
原
爆
死
没
者
慰

霊
式
」
に
て
献
花
・
献
水
を
行

い
ま
し
た
。

ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク

「
平
和
祈
念
公
園
内
の
慰
霊
碑

ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」
で
は
、
連

合
広
島
の
青
年
委
員
会
・
女
性

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
ガ
イ
ド

を
務
め
、「
原
爆
ド
ー
ム
」「
原

爆
の
子
の
像
」「
動
員
学
徒
慰
霊

塔
」「
原
爆
共
養
塔
」「
韓
国
人

原
爆
犠
牲
者
慰
霊
塔
」「
原
爆
犠

牲
国
民
学
校
教
師
と
子
ど
も
の

碑
」「
平
和
祈
念
資
料
館
」「
被

爆
し
た
ア
オ
ギ
リ
」「
峠
三
吉
詩

碑
」「
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
」「
国

立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
」
を
順
番
に
当
時
の
状

況
や
慰
霊
碑
に
込
め
ら
れ
た
思

い
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
原

爆
の
悲
惨
さ
を
改
め
て
痛
感
し

ま
し
た
。

平
和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会

「
被
爆
80
年
連
合
２
０
２
５
平

和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会
」
は
、
主
催

者
を
代
表
し
て
連
合
本
部
の
芳

野
会
長
、
地
元
地
方
連
合
会
の

大
野
会
長
が
順
次
挨
拶
を
お
こ

な
い
、
来
賓
挨
拶
、
来
賓
紹
介
、

共
催
・
後
援
団
体
紹
介
と
続
き

ま
し
た
。
被
爆
80
周
年
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
海
外
か
ら
も
国

際
労
働
組
合
連
合
会
（
Ｉ
Ｔ
Ｕ

Ｃ
）
の
リ
ュ
ッ
ク
・
ト
リ
ア
ン

グ
ル
書
記
長
を
は
じ
め
、
ア
メ

リ
カ
労
働
総
同
盟
・
産
別
会
議

（
Ａ
Ｆ
Ｌ–

Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
会
長
、
ド

イ
ツ
労
働
総
同
盟
（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）

会
長
、
ド
イ
ツ
鉱
山
・
化
学
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
労
働
組
合（
Ｉ

Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｅ
）
会
長
、
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会

長
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
会
議

（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
）
書
記
長
・
会
長
、
国

際
労
働
組
合
総
連
合
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
組
織
（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ–

Ａ

Ｐ
）
書
記
長
と
世
界
の
労
働
界

を
代
表
す
る
方
々
も
来
賓
と
し

て
参
加
し
、
被
爆
の
悲
惨
さ
を

一
緒
に
共
有
す
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

被
爆
体
験
証
言
で
は
、
広
島

県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議
会　

切
明
千
枝
子
さ
ん
が
中
学
生
の

時
に
ご
自
身
で
経
験
さ
れ
た
内

容
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
ご
自
身
の
体
験
を
話
す
こ

と
で
悲
惨
な
過
去
を
思
い
出
し

て
苦
し
く
な
る
こ
と
か
ら
語
り

部
と
し
て
は
封
印
し
て
こ
ら
れ

た
よ
う
で
す
が
、
悲
惨
な
歴
史

こ
そ
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
原
爆

廃
絶
に
少
し
で

も
役
立
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
と

思
い
立
た
れ
た

と
の
こ
と
で
し

た
。
ご
友
人
や

学
校
の
先
生

が
、
被
爆
し
亡

く
な
っ
た
ご
遺

体
を
腐
敗
し
な

い
よ
う
に
学
校

の
校
庭
で
焼
い

た
酷
い
記
憶
は
、
今
で
も
鮮
明

に
頭
の
中
に
残
っ
て
い
る
と
の

表
現
は
、
原
爆
の
悲
惨
さ
を
象

徴
す
る
話
だ
と
思
い
ま
す
。

若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

は
、
高
校
生
平
和
大
使
の
活
動

報
告
と
活
動
を
通
じ
て
の
思
い

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

被
爆
者
に
祖
父
母
や
曾
祖
父
母

を
持
つ
、
高
校
２
・
３
年
生
た
ち

が
世
界
に
む
け
て
、
威
嚇
の
た

め
に
保
持
す
る
の
で
は
な
く
核

廃
絶
を
訴
え
続
け
る
活
動
は
、

平
和
産
業
で
働
く
者
と
し
て
心

を
う
た
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
連
合
広
島
か
ら
連

合
長
崎
へ
ピ
ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
リ

レ
ー
が
行
わ
れ
、
平
和
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
て
平
和
の
歌
を
全

員
で
合
唱
し
て
集
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

連
合
・
原
爆
死
没
者
慰
霊
式

平
和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会
終
了
後
、

原
爆
ド
ー
ム
前
に
て
、
原
爆
死

没
者
に
対
す
る
追
悼
と
恒
久
平

和
へ
の
願
い
を
込
め
て
「
連
合
・

原
爆
死
没
者
慰
霊
式
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
連
合
芳
野
会
長

を
は
じ
め
、
代
表
者
か
ら
の
代

表
献
花
・
献
水
の
の
ち
、
参
加

者
各
々
が
献
花
・
献
水
を
行
い

ま
し
た
。

翌
日
８
月
６
日
に
は
、
広
島

市
立
大
学
構
内
に
て
「
長
崎
平

和
の
鐘 

打
鐘
式
」
を
開
催
し
、

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
午
前
８
時

15
分
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

人
流
と
物
流
を
通
じ
て
人
々

に
潤
い
を
与
え
る
私
た
ち
の
産

業
は
、
世
界
の
平
和
が
あ
っ
て

こ
そ
成
り
立
つ
産
業
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

２
日
間
で
し
た
。
今
後
は
、
平

和
産
業
を
担
う
立
場
と
し
て
、

加
盟
組
合
に
も
平
和
行
動
へ
の

参
加
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
、サ
ー

ビ
ス
連
合
と
し
て
積
極
的
に
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

８
月
30
日
に
連
合
主
催
「
ゆ

に
ふ
ぁ
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ゆ
に
ふ
ぁ
ん

と
は
労
働
組
合
や
地
域
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る「
支
え
合
い
・

助
け
合
い
」
活
動
を
連
合
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
取
り
組
み
で

す
。
サ
ー
ビ
ス
連
合
も
結
成
よ

り
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
労
働

者
・
市
民
と
幅
広
く
連
携
し
、

福
祉
社
会
や
環
境
に
や
さ
し
い

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
積
極

的
に
社
会
貢
献
に
む
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
「
ゆ
に
ふ
ぁ
ん
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
は
『
楽
し
い
社
会
貢
献
活

動
で
仲
間
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
』

の
テ
ー
マ
の
も
と
２
部
構
成
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

«

第
１
部「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」

に
挑
戦
！»

第
１
部
で
は
約
５
０
名
の
参

加
者
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
お
こ
な
え
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
『
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
に
挑

戦
！
』
に
参
加
し
ま
し
た
。
ス

ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
と
は
普
段
関
わ
る

こ
と
の
な
い
人
と
チ
ー
ム
を
組

み
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
ゴ
ミ

拾
い
を
し
、
拾
っ
た
ゴ
ミ
の
重

量
や
個
数
の
計
測
を
お
こ
な
っ

て
競
い
合
う
と
い
う
ゴ
ミ
拾
い

に
「
ス
ポ
ー
ツ
」
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
加
え
、
今
ま
で
の
社
会
奉

仕
活
動
を
「
競
技
」
へ
と
変
換

さ
せ
た
日
本
発
祥
の
全
く
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。「
ゴ
ミ
拾
い

は
ス
ポ
ー
ツ
だ
！
」
の
開
会
宣

言
の
後
、
会
場
の
原
宿
周
辺
へ

一
斉
に
チ
ー
ム
ご
と
に
出
発
。

当
日
は
猛
暑
の
為
３
０
分
間
と

い
う
短
い
制
限
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
産
別
の
枠
を
超
え

て
た
く
さ
ん
の
方
々
と
交
流
を

深
め
、
貴
重
な
体
験
が
出
来
ま

し
た
。
今
回
は
な
ん
と
総
重
量

30
ｋｇ
を
超
え
る
ゴ
ミ
を
回
収
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
の
表

彰
式
に
て
順
位
発
表
が
あ
り
ま

し
た
が
、
優
勝
チ
ー
ム
は
総
重

量
で
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
個

数
ポ
イ
ン
ト
で
上
回
る
と
い
う

競
技
性
が
表
れ
た
大
会
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

«

第
２
部　

基
調
講
演
・
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン»

第
２
部
か
ら
は
約
60
名
の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
参
加
者
も
加
わ
り
、
講
師

を
招
い
て
の
講
演
会
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

・
基
調
講
演
①

中
村
天
江 

連
合
総
研
主
幹
研
究
員

『
労
働
組
合
が
社
会
貢
献
活
動
を

す
る
メ
リ
ッ
ト
』

な
ぜ
労
働
組
合
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
？
と
い
う
主
旨
の
も
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
分
析
か
ら
見

え
る
労
働
組
合
に
と
っ
て
の
目

的
や
意
義
、
必
要
性
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の

労
働
組
合
活
動
は
衰
退
し
て
い

る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、
社

会
貢
献
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と

に
よ
り
、
地
域
活
性
化
だ
け
で

は
な
く
労
働
組
合
と
し
て
の
位

置
づ
け
や
個
人
、
企
業
と
し
て

の
成
長
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

今
後
よ
り
一
層
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
て
い
く
た
め
の
分
岐
点
に
き

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

・
基
調
講
演
②

馬
見
塚
健
一 

日
本
財
団
ス
ポ
Ｇ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
連
盟
常
務
理
事

『
社
会
貢
献
活
動
に
楽
し
さ
を
加

え
る
工
夫
』

年
間
２
０
０
大
会
も
の
ス
ポ

Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
を
お
こ
な
い
、
現
在

で
は
世
界
大
会
を
開
催
す
る
ま

で
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
始
め
た
き
っ
か
け
や
、

ど
の
よ
う
に
工
夫
す
れ
ば
楽
し

く
参
加
で
き
、
活
動
が
浸
透
す

る
の
か
な
ど
経
験
談
に
基
づ
い

て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
や
ら

さ
れ
て
い
る
」
か
ら
「
や
り
た

く
な
る
」
と
い
う
仕
掛
け
づ
く

り
が
非
常
に
重
要
で
、
ス
ポ
ー

ツ
性
や
ゲ
ー
ム
性
を
加
え
、
成

果
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
楽
し

さ
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
う
す
れ

ば
次
回
へ
の
参
加
意
欲
が
増
し
、

共
感
・
共
体
感
が
生
ま
れ
活
動

が
広
ま
っ
て
い
く
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

各
基
調
講
演
後
に
は
Ｍ
ｅ
ｎ

ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
（
メ
ン
テ
ィ

メ
ー
タ
ー
：
参
加
者
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
反

映
が
で
き
る
相
互
通
信
ソ
フ
ト
）

を
使
用
し
参
加
者
か
ら
の
質
問

を
受
け
付
け
、
よ
り
一
層
理
解

を
深
め
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
：
社
会
貢
献
活
動
に
参

加
を
促
す
企
画
に
つ
い
て

今
回
は
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
連
合
の
春
田
雄
一 

総
合
運

動
推
進
局
長
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
中
村

氏
、
馬
見
塚
氏
、
連
合
京
都
北

部
地
協
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
水
口

一
也
氏
に
加
え
、
サ
ー
ビ
ス
連

合
を
代
表
し
て
石
川
事
務
局
長

も
登
壇
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
ス

ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
に
参
加
し
た
感
想

を
共
有
し
、
そ
の
後
各
組
織
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取
り

組
み
状
況
、
開
催
し
て
み
て
の

成
功
事
例
や
工
夫
・
苦
労
し
た

こ
と
な
ど
共
有
し
ま
し
た
。
石

川
事
務
局
長
は
「
サ
ー
ビ
ス
連

合
は
２
年
前
よ
り
地
域
組
織
を

発
展
的
に
解
消
し
地
域
の
活
動

は
全
国
を
７
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
。
そ

４
面
に
続
く

ピースウォーク

被爆80年連合2025平和ヒロシマ集会

スポGOMIの様子

回収後の様子

中村氏　基調講演馬見塚氏　基調講演
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私
た
ち
東
京
ベ
イ
グ
ラ
ン
ド

ニ
ッ
コ
ー
労
働
組
合
は
組
合
員

１
６
１
名
、
執
行
部
10
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

リ
ゾ
ー
ト
Ⓡ
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
テ

ル
と
し
て
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る

多
く
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
い

ま
す
。

観
光
業
は
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
す
る
産
業
で
す
。

お
客
様
に
感
動
や
癒
し
を
届
け
る

た
め
に
は
、
働
く
私
た
ち
自
身
が

安
心
し
て
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る

環
境
が
必
要
で
す
。
賃
金
を
は
じ

め
と
し
た
労
働
条
件
の
改
善
、
福

利
厚
生
の
充
実
な
ど
、
日
々
の
業

務
の
中
で
感
じ
る
組
合
員
の
声
を

会
社
に
届
け
、
よ
り
良
い
職
場
環

境
を
築
く
た
め
に
労
使
対
話
を

日
々
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
オ
ー
プ
ン
シ
ョ
ッ
プ
制
で

あ
り
組
織
率
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
課
題
で
も
あ
り
、
新
卒
者
に
対

し
て
は
内
定
段
階
か
ら
労
働
組
合

の
役
割
や
共
済
活
動
に
つ
い
て
説

明
し
、
組
合
活
動
の
意
義
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

観
光
業
は
、
地
域
の
魅
力
を
発

信
し
、
経
済
を
支
え
る
重
要
な
産

業
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、働
く
人
々

の
声
が
反
映
さ
れ
る
職
場
環
境
の

充
実
が
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
、

さ
ら
に
価
格
転
嫁
を
生
む
こ
と
が
、

こ
の
産
業
の
発
展
に
繋
が
る
と
私

た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
に
集
う
皆
さ
ん

と
、
情
報
交
換
や
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
と
も
に
魅
力
あ
る
産
業
の

実
現
・
よ
り
良
い
職
場
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
け
た
ら
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

名
鉄
ワ
ー
ル
ド
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

ト
労
働
組
合
執
行
委
員
長
の
梶
原

で
す
。
２
０
２
２
年
４
月
に
名
鉄

観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
か
ら
名

鉄
国
際
貨
物
カ
ン
パ
ニ
ー
を
会
社

分
割
し
、
名
鉄
ワ
ー
ル
ド
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
ト
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
２
０
２
２
年
８

月
19
日
に
結
成
大
会
を
開
催
し
、

名
鉄
ワ
ー
ル
ド
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

労
働
組
合
と
し
て
新
し
い
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
業
種
で
あ
る
「
フ
ォ

ワ
ー
ダ
ー
」
は
、
船
や
飛
行
機
、

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
実
際
の
輸
送
手
段

を
持
た
ず
、
船
会
社
や
航
空
会
社

の
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
て
、
荷
主
の

大
切
な
貨
物
を
目
的
地
ま
で
届
け

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
や
国
際
情
勢
の
変
化
を
通
じ

て
、
物
流
が
社
会
に
不
可
欠
な
存

在
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
き
ま

し
た
。

２
０
２
５
年
８
月
22
日
に
第
３

回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
仲
間
と

と
も
に
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り

返
り
つ
つ
、
新
た
な
１
年
の
方
針

を
確
認
し
ま
し
た
。
職
場
環
境
の

改
善
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
を
目
指
し
、
引
き
続
き
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
組
合
員
同
士
の
つ
な
が
り
を

深
め
、
若
い
世
代
に
も
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
職
場
活
動（
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど
）
に
も
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
仲
間
と
と
も
に
安
心

し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
加
盟
組
合
の
皆
様

と
の
情
報
交
換
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名
鉄
ワ
ー
ル
ド
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
労
働
組
合

東
京
ベ
イ
グ
ラ
ン
ド
ニ
ッ
コ
ー
労
働
組
合

加 盟 組 合 紹 介

編

後
集

記

４
月
13
日
に
開
幕
し
た
大
阪
・

関
西
万
博
も
、
い
よ
い
よ
残
す

と
こ
ろ
あ
と
２
週
間
ほ
ど
で
閉

幕
と
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
は

も
う
行
か
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
？
建
設
の
遅
れ
な
ど
に
よ
り

開
館
が
遅
れ
た
パ
ビ
リ
オ
ン
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
全

て
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
開
館
と
な

る
と
、
さ
ら
に
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。

中
に
は
全
84
館
の
パ
ビ
リ
オ
ン

を
全
て
訪
れ
た
方
も
い
る
そ
う

で
、
開
幕
以
降
１
０
０
回
以
上

来
場
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
私
は
幼
い
こ
ろ
北
九
州

博
覧
祭
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ

り
、
当
時
幼
い
な
が
ら
に
今
ま

で
の
モ
ノ
づ
く
り
の
歴
史
や
九

州
を
代
表
す
る
企
業
の
環
境
先

進
都
市
と
し
て
の
発
展
に
す
ご

く
衝
撃
を
受
け
、
近
未
来
化
へ

の
期
待
に
胸
を
躍
ら
せ
た
こ
と

を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。
大

阪
・
関
西
万
博
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
現
在
で

は
さ
ら
な
る
Ａ
Ｉ
技
術
の
発
展

を
身
近
に
感
じ
て
い
ま
す
。
Ａ

Ｉ
技
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
の
簡

素
化
や
機
械
化
に
よ
っ
て
、
作

業
効
率
が
進
む
と
い
う
喜
ば
し

い
反
面
、
こ
の
ま
ま
で
は
日
本

人
な
ら
で
は
の
「
お
も
て
な
し

の
心
」
が
薄
れ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
も
危
惧
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
サ
ー
ビ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
産
業
で
働
く
者
と
し
て
は

「
人
」
で
し
か
で
き
な
い
サ
ー
ビ

ス
が
必
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
技
術
の
発
展
も
大
切
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
魅
力
あ
る

産
業
で
働
く
私
た
ち
も
輝
き
続

け
ら
れ
る
そ
ん
な
未
来
に
期
待

し
て
い
ま
す
。�
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の
こ
と
が
契
機
と
な
り
地
域
ご

と
の
清
掃
活
動
を
始
め
た
。
当

初
は
、
車
道
に
出
る
人
が
い
る

な
ど
安
全
面
を
危
惧
す
る
場
面

も
あ
っ
た
が
、
翌
年
よ
り
ル
ー

ル
を
細
分
化
す
る
と
と
も
に
、

３
面
か
ら
続
く

参
加
者
に
は
全
員
ビ
ブ
ス
を
着

用
し
て
も
ら
う
な
ど
運
営
を
改

善
し
、
一
体
感
を
醸
成
す
る
よ

う
努
め
た
」と
報
告
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
「
こ
れ
か
ら
社
会

貢
献
活
動
を
始
め
た
い
人
に
伝

え
た
い
こ
と
」
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
、石
川
事
務
局
長
は
「
ま

ず
は
走
り
だ
し
て
み
る
、
そ
し

て
考
え
る
」
と
ま
ず
行
動
し
て

み
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て

触
れ
、
社
会
貢
献
活
動
が
初
め

て
の
人
に
も
一
歩
踏
み
出
し
て

み
る
き
っ
か
け
が
大
事
で
あ
る

点
に
つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
率
先
し
て
活
動
し
、

楽
し
さ
を
伝
え
、
若
年
層
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
組

合
員
同
士
や
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
、
波
及
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
し
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
と
し
て

も
こ
の
産
業
に
関
わ
る
人
々
の

人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、

社
会
貢
献
活
動
を
つ
う
じ
て
よ

り
一
層
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
地
域
へ
の

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
「
社
会

貢
献
活
動
デ
ー
」
を
実
施
し
て

お
り
、
地
域
別
の
７
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
清
掃
活
動
を
２
０
２
６

年
４
月
に
お
こ
な
い
ま
す
。
加

盟
組
合
の
組
合
員
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
い
た
だ
き
交
流
を
深
め
る

場
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

「
ゆ
に
ふ
ぁ
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

当
日
の
様
子
や
そ
の
他
の
活
動
内

容
な
ど
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

石川事務局長（左）登壇の様子


